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In this article I outlined a more eff icient way for Japanese learners to acquire more natural sounding 
Japanese. I showed they must pay more attention to the tone of the word initial position or phrase 
initial position rather than the formerly emphasized “pronunciation practice” of individual phonemes 
when they do so-called reading practice. In order to prove this, I checked the accent patterns of all the 
entries in an accent dictionary and showed the result.

０．はじめに

　日本語に限らず、外国語の音声の指導は、母語・方言・身体的特徴等、学習者が個人レベ

ルで抱えている問題がそれぞれ大きく異なることから、教室でクラス単位で指導することが

なかなか難しい。そしてこのことは、外国語指導担当者の多くが抱える共通の問題でもある。

そのために多くの場合、“通じる言語”の習得を目指すという大義名分のもと、意味学習を

重視し、自然な音声の習得は、文字通り自然な習得に任されてしまう。本稿では、日本語の

トーンの特徴を簡単な調査によりあぶり出し、教室での日本語音声指導の際の一つの大きな

ヒントを提供する。

１．問題提起

　標準日本語の持つアクセントの大きな特徴は、１拍目と２拍目の音のピッチが必ず変わる

点にあることは周知の事実である。このことは学習者の多くも教室で学んでいる。ただ問題

は、その音のピッチ変化が語によって決まっており、学習者は個々の語についていちいち個

別にアクセント型を覚えていかなければならない点にある。加えて、同じ語であっても他の

語と結びついて用いられる（複合語）際には、アクセントの型が変化することも普通の現象

なので、せっかく覚えた個々の語のアクセント型が役に立たなくなり、学習者のアクセント
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習得へのモティベーションを大きく下げることにつながる。その結果「はじめに」でも述べ

たように“通じる日本語”の習得を目指すためと称して意味学習を重視し、アクセントを含

めた自然な日本語音声の学習・習得は後回しにされてしまう。そして、ある程度学習が進ん

で実際に日本語母語話者と日本語で会話をするようになると、当然日本語らしい日本語の音

でのやり取りができないということが起こる。かくして、将来日本の企業で働きたいとか、

日本の大学院で学位を取得したいといった、モティベーションの非常に高い学習者以外の一

般の日本語学習者は、自然な日本語音声習得の機会を失い、習得自体をあきらめてしまいか

ねない。

　また、自分の不自然な日本語の音声に気付いて練習する学習者も、多くは日本語の発音に

問題があると思い、一生懸命発音練習に取り組む姿が見られる。事実私のところに相談に来

る学生も、日本語の“発音”の悪さの相談に来る学生が多い。しかし発音は、単独の音（音

素）をどのように産出するかということを問題にするのであって、発話された音声総体とし

ての日本語らしさを生み出すことにそれほど貢献してはいない。母語話者にとって自然に聞

こえる日本語は、個々の音の適切さ、つまり発音の適切さより、発話された音声総体として

の抑揚（アクセント、イントネーション）とリズムが日本語らしいものであり、あくまで発

話総体として“何となく”日本語らしく響くものであるという事実に、習う側も教える側も

あまり気付いていない。

　ここまで２つの問題点を明らかにしたので以下に整理する。

①　まずアクセントは必ずしも語ごとに決まっているわけではなく、どういう語と一

緒に用いられるか、どういう環境でその語が用いられるかによって変化するもので

あるということ。これを教室で教えるにはどうするのか。

②　なんとなく日本語らしく聞こえる発話総体を作り出すために、何か鍵になるよう

な情報はないか。

この２つの問いに答えるべく、アクセントについてのちょっとした調査を行ったので、その

結果を本稿では報告する。

２．調査方法

　アクセントは音のピッチ変化、リズムは音の長短によって作り出され、全体としての言語

らしさを作り出す元となっている。ここでは音のピッチ変化の特徴を、単純な方法で調べた。

調査方法は『ＮＨＫ日本語発音アクセント辞典』各ページの見出し語数と、下降調（頭高型）

アクセントを持つ語を数え、そこから下降調（頭高型）アクセントを持つ語の全体の中に占

める比率を調べるというものである。その際、ページ毎に見出し語数と下降調アクセント語

数を比較し、後者の割合が、30％以上になるものについてはその出現環境をチェックしてみ

た。ここでの30％という数字は、全体の中での下降調の語の割合が約14％であったことから、

これの倍を超える割合で出現する場合はそこに何らかの音声的特徴があるに違いないと考え

たからにすぎない。
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　実際の調査には、新潟大学大学院現代社会文化研究科の授業科目『日本語教育Ⅰ』に参加

している学生（指名所属等は本稿末に記す）の協力を仰いだ。この授業では日本語の音声指

導についてを講義していたので、実際の日本語のアクセントがどのようになっているのか、

調査を通して認識させることを狙ってのものである。

３．調査結果

見出し語数：63380

下降調語数：8747

比率：13.8%
　１ページ内で、見出し語数に対する下降調語数の比率が30％を超える環境をあげると以下

のようになる。

アイ　アウ

カー/ガー　キャ　コーヒ　コーフ　コーホ

サー　サイ/ザイ　サン/ザン　シ　シー/ジー　シェー　シャン　シュー/ジュー

ター　タイ/ダイ　ダレ　タンカ/ダンカ　チー　チェ　ドウ

ナン

ハ　パー/バー　パン　ヒュー/ピュー　ヒン　ファ　フー/フォー　ヘル　ホン

ミラ　ミリ　ミル　ミン　モン

リー　リョー　ルー　レス　レツ　ロー　ロジ　ロス　ロッ

ワイ

　数え間違い等の可能性を考慮しても、下降調の語は全体の14％に満たないというのは１つ

の傾向を示していると言えよう。また、その中で30％を超える確率で下降調の語が出現する

環境というのもこれからさらに詳しく調べてみる価値はありそうだ。実際に精査したわけで

はないのでおおよそに過ぎないのだが、上の語頭を持つ語の多くは外来語由来のカタカナ語

のものであったことをここに付しておく。

４．考察

　詳細にとは言えない調査ではあるが、日本語の語の持つアクセント型には下降調の語の数

が圧倒的に少ないということが明らかになった。このデータがある以上、母語としての音声

情報を持たない学習者が、日本語の文章を初見で音読する際には、とりあえず下降調ではな

く上昇調で読み始めるべきだと言える。意味の頭には助詞や助動詞と言った、いわゆる機能

語が登場することはないので、つまりは必ず意味を持ったある語の頭が出現するので、その

語のアクセント型を知らないのであれば、まず上昇調で読んでおけば、正しいアクセント型

（もしくはそれに近い型）で読んでいる可能性が高いことになる。
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　以下に、日本語音声指導の授業の中で実際に調査結果を応用した練習を紹介する。まず、

以下のような例文を日本語学習者が音読するという状況を設定する。学習者は以下に紹介す

るニュースを見聞きした経験はなく、いわゆる初見での音読である。

震災で福島県内の全線が被災したJR常磐線（じょうばんせん）に、福島県

で初めての女性運転士が誕生しました。福島県内で初めての女性運転士と

なったのが、いわき市出身の櫛田裕子（くしだ・ひろこ）さんです。見習い

期間を経て、今年１月から独り立ちしました。担当するのは、福島県の広野

駅から上野駅までの区間です。櫛田さんは「乗務を始めてから、沿線のお客

様から手を振られたり、『行ってらっしゃい』と声をかけられることが、と

てもうれしかったです」と話した。

JR常磐線は、原発事故の影響で、福島県内の復旧率は、およそ半分にとどまっ

ています。櫛田さんは、常磐線の復興のシンボルとなれるよう活躍を誓って

いました。

フジテレビ系（FNN） 11月６日（火）13時２分配信ニュースより

　この音読素材を以下の指示通り学習者自身の手で加工する。ただし、波線部分はインタ

ビューのためここでは省略した。

①　以下のニュースをすべてかな書きに変える。

②　助詞の後ろですべて区切る。

加工結果は以下のとおりである。

しんさいで　ふくしまけんないの　ぜんせんが　ひさいした

じぇいあーるじょうばんせんに、ふくしまけんで　はじめての

じょせいうんてんしが　たんじょうしました。

ふくしまけんないで　はじめての　じょせいうんてんしとなったのが、

いわきししゅっしんの　くしだひろこさんです。

みならいきかんを　へて、ことし１がつから　ひとりだちしました。

たんとうするのは、　ふくしまけんの　ひろのえきから　うえのえきまでの

くかんです。

じぇいあーるじょうばんせんは、げんぱつじこの　えいきょうで、

ふくしまけんないの　ふっきゅうりつは、およそはんぶんに

とどまっています。

くしださんは、じょうばんせんの　ふっこうの　シンボルと　なれるよう　

かつやくを　ちかっていました。

意味の頭：36か所　上昇調：33か所（91.7％）　下降調：３か所（8.3％）
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　学習者はこれを音読するのだが、下線を引いたところのピッチを必ず上昇調にするように

注意して読むように教室では指示する。上の例文の中には意味の頭が36か所ある。その中で、

実際に下降調に読まなければならない個所は、「ぜんせんで・へて・シンボルと」のわずか

３か所（8.3％）にすぎない。この文章の中には外来語由来のカタカナ語はシンボルだけで

あることを考えると、外来語由来のカタカナ語を除いた日本語の語で、下降調で読むべき語

は、相当限られたものになるのではないだろうか。

　つまりこの調査結果を頭に入れた上で、意味の頭のピッチの上下を間違えずに読みさえす

れば、全体的にかなり日本語らしいトーンで文章を読むことができると予想される。しかも

学習者はこれまでのように常に緊張を強いられるわけではなく、基本的に語頭のピッチの上

下にのみ意識を集中させることができるので、より効率的に音声のトレーニングが行われる

可能性がある。

　発話に使用されるエネルギー（＝呼気）は語頭が一番強く、徐々に弱くなり、息継ぎを経

てまた語頭で強くなるというのを繰り返す。特に日本語の場合には語末もしくは文末では、

本来有声の音であっても無声化して息だけで話されるような場合がよくみられる。それなら

ば、語頭、もしくは意味の頭のピッチの上下（＝アクセント）を間違えないように発話する

ことが、自然な日本語発話への近道になると考えることができるだろう。

　もちろん語のアクセントを完全なものにできるに越したことはないが、それはあくまで最

終到達目標であり、そこに至るまでの過程では、せめて語の、言い換えれば意味の頭のピッ

チの上げ下げを間違わないように意識することが、日本語らしい音の連続を生み出すために

は必要だと考えるのである。

　こうして、下降調の語だけを注意して覚えていけば、少なくとも発話の初めの部分でのトー

ンの誤りを防ぐことができ、結果として上手に日本語を話しているという印象を聞き手に与

えることができるのではないかというのが私の仮説である。

５．おわりに

　音声的環境のみならず意味的環境も含めて、どういう環境にある語が語頭に下降調のアク

セントを持つか、詳細に調べてみる必要がありそうである。この点は次稿に向けての課題と

したい。

　もちろん上昇調のアクセントを持つ語もその型は一つではないが、少なくとも発話の際に

一番エネルギーを持った部分をいかに間違わずに発話させるかという点について、日本語教

授者はもう少し注意を向けても良いのではないだろうか。

６．調査協力者

顔　歓（ガン・カン）

朱　暁暉（シュ・ギョウキ）
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